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LSIのCDC設計パターンの構築
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CDC設計のパターン

過去の障害への適用見積もり

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決
LSIのCDC(Clock Domain Crossing)で発生するメタ

ステーブルによる誤動作は、後工程の実機検
証において顕在化しやすいため、工程や開発コ
ストへ影響が大きい。
現在、プロジェクトにおいて、技術継承の問題
によりCDC設計の俗人化が発生し、初級技術者
で障害が多発している。

被験者実験

問題点に挙げたCDC設計における属人化によ
る技術継承の問題を解決するため、CDC設計の

問題とその解法をパターンとして明確化をした。
そして、できる限り学習コストを少なく、初級設
計者が上級設計者と同等の品質を確保する。

過去の設計資産などから、パターンを抽出

詳細

・CDC設計問題であった10件中3件を防ぐことができる
・障害にかかる設計コストはおよそ50%減少できる

初級者技術者がパターンを適用/選択できるか評価

初級技術者は7項に関して正しく適用できた、
妥当性ありと判断する。


